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白鳳丸航海記

～日本海1ナホトカの旅一

1.白鳳丸の横顔

筆者ら3名は蝸9隼餐月22貫から6月五蝸凄での21

周間高知大学の溝塩博美助教授(文理学部地質学教室)

をチｰムの一貴に加えて東慶大学海洋研究所所属の白

鳳丸による研究航海(鼠貫一鑓一隻)の一部ぽ参加した､

当航海の主題はザ資本海溝1貿本海の海底地質学的

白鳳丸蝸一69-2汝航擁航跡灘酪の一錦

(1鑓9隼5角23目から6月i0蘭護でのもの)

串驚樋ゑ辞水野篤行岳襲肩帯一

1海底物理学的研究｣で期間は螂9隼遂月26目から6

別蝸の6卵である曲われわれは小樽で乗船し新潟

第1図

δ月隻1則δ時遂0分われ杓れは上野駅を出発し翌鰯

β札幌を経て小樽港に到着し停泊申の白鳳丸で桑船等

続をす凄せその費の夕方の一時を北海道支所職員の大

嶋和雄氏宅で過した｡そこは小樽港を屍おろす丘の中

腹でわれわれは間浴なく蒲開紀なるうをする八重桜と

その背後の港の夜撮を潟潟いに楽しんだ｡

明けて脇恥瞬船は予定通妙小樽港の岩壁を離れ

小雨にげむる湾沿いの段丘地形をあと記して日本海に乗

り出した蓼出港後聞もなく薫一ティング鳶欄かれそ

こでわれわれは乗組研究類相互の紹介を船内生活一般や

券常時の避難方法等ぽついての指爺を受は葛ことになる､

ここでは最初に白鳳丸の概要と居住隊の紹介をしてお

こう｡総トン数約3里凄00トン媛巷雛鵡O幅五娩80

深さ7醐30というのが白鳳丸の犬き慧でこれに乗組貴

55名研究員搬名躯乗るわけで潜る.普通研究員の居

住区(寝屠蜜)は上甲板にあり一部屋に二人一部

屋の広さは6畳弱で凄段式ベッドのほかにスチｰル製

片袖机椅子潔ツ均一潟よび小さな本棚(いずれも二

①船曹

鴬澱丸

金黛

総愚②�
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人分)が備えてある.海洋調査船としては国際的にも

第五級といわれる恕けあ棚て居住区ひとつとってみて

も昨年われわれが乗り組ん花岡研究所の淡脅丸(総ト

ン数300トン弱)とは段違ジ火快適である｡しかし

研究航海に利用する立場からみると個人で健用するス

ペｰス(寝蜜の個人用機なぎ)を少し狭くして少人数

周のミｰティング1ルｰムのようなものを設けた方か便

利なようでもある.食堂は身分岳層蜜1はって区別さ

れており本航海では研究員の場合主席1次席研究主

任(di螂炊)主任研究貴(第!～鶴警)および鉢国人

研究員(今回はソ連黛名)はサ憾ン他の研究貴は肩書

のほか員数も誇慮して士官食堂お研究農食堂にわかれ

る｡食事は朝昼夕3度のほかぽ航行串は夜?鱒手頃

簡単な夜食(クッキｰとジ狐一スポットドッグと絢;茶

等)がでる.さらに夜間作業が予定謹れている場合は

希望により深夜食(おにぎり)が出される｡ま杷各人

で簡単な自炊もできる,浴室ぽ賦同時に二人がはいれ

る広さの浴槽があり航行中は二則｡度停泊串は毎

日使用で著る昔指定慈れた削ζ提出された洗濯物は

備えつけの営薬用洗濯機にかけられるカミ小物を自分で

洗う時は風呂の残り湯しか使用で書ない.

婁吉桑艦研究鑑と概究内容

次に当航海ぽ乗り組んだ研究員の顔触れと研究内容に

ついて簡単に紹介しておこう.本航海カミ地質1地球物

理の分野の研究を主員的にしていることは冒頭で述べた

がその内容を海洋研究所で作成した航海計画でみると

次のようである自

至｡音波擬登による海底

地質調査

2.ピストン幸瓢ア多榊

による柱状操瀦

3.ドレヅジぽよる適…螢

生物および底質操鍛

逮.箆カ1地磁気の渕腕

婁.海底地麗計1はる地

麗観測

6｡操水1はる海水の水

質簸直変化の観測

7｡深海吻メ列はる海

感撮影

8.海洋生物の鷺視観測

乗り組んだ研究員は

総勢46名小樽一新潟

一ナホトカｰ舞鶴間では29名であった｡6月5日舞鶴

出港の際海洋概所長の奈須紀幸武が急用で帰京のため

下船されたので富山までは28名になりた.総勢46名

のうちいわゆる地質屋は奈須氏のほ中海洋研の加賀美

英雄本座栄一井上雅夫東海大の佐藤斌同学生の

木下泰正藤原八笛東北大の田ロｰ雄同学生の渡辺

雅浩鴬山大の藤井畷二静岡大の土隆一黒岡直の各

鼠それに高知大の溝塩博美氏を加えたわれわれであっ

た害なおソ連関係のうもわれわれと同乗したのは

ソ連邦科学アカデミｰ地球物理学研究所のvv

⑯ソナｰピツ漱一(む醐幽鮒鐘敏Pi㎎鮒嚇蹴

滅⑰船122⑪)

⑯鎌水傍榮(ナンセン型擦水溝の㍑つけ)�



一58一

策1表海水の総内勤遜酌熔

されているナンセン型転倒擦水畿(王､3遂蜜たは婁.O彰)で

行なわれた.漢淀底層氷(この場合は底から蜘～数王｡

干上位ρ水)を採取するためぽソナｰ1ピンガｰ(眠d肺

概銚箭Pi沿g鮒D丘禍rM1o幽王鋤0遭G&G亙鮒甑蝸曲一

蝸王Inc｡)か使用された宮これは陶蔵された発振器から

の信号音を音響測深機で受けピンガｰがら直擦届く信

号と一度海底で反射されて来た信号との時間差からビ

ンガｰと海底との相対距離を知る装置である冒ビンガ

ｰを用いずに採水する場合にはワイヤｰの下端に簑慨讐

程度の錘をつけるだけなので海流などでワイヤｰかた

が従来の海洋化学デｰ夢の一般的傾陶に従りていると

察せられる｡②地形.ヒの大慧な蓬異にもかかわらず

トラフ地域の下層部の氷の循繋は妨げられていない.

その結果堆積物&氷の鑓界面紀潟いても良好なる搬･･

憲曲篶が行なわれている､②について補昆するならば

このトラフでの採水点(sT2?)では岡蒔に柱状操泥か行

なわれチ蝋一ブから縛られ淀底層水の跳は斗100㎜V

胴は7.7を詞録されている宕また鴛アの最上部に1ま

黛｡鰍程慶の厚嵩の酸化鶴亀粘土層か発達していた.

参考蜜でにわれわれが昨年同むく筒本海の隠岐島東方

で王星000磁強の海底から操敢した鴛アの最上部は酸化

褐色フイルムで潜るを記されていることをつけ加克てお

こヅその採敢､煮は舟状海盆ではある林地形的にみ

る限りではST鮒よりも良好な雛揃曲泌が予艦される

のである.

について蜜で親切なさ指導とご援助をいな榊沈苗

当航海中われわ杓紀与党られ花擦水の機会は三度湾悩

の作業おの兼ね合いで北大籾艦坐懇二度ζ水深約㌢o⑪鰍

採水最大深度は約30⑪狐と?oo滋)お批大爾擁一大相権の

トラフで一度(水深約2茱王⑪⑪跳繰氷最大深度蒙垂03腕)

である.こめうち北大駒堆上のもの絶ついては二燈

の採水の闇は測定された遊傍の鮒鰯電鵬鮫の欝料

淋海篭㈱定費任者は海洋研の杉森厳讃篤)古採取窓れ

施芥紀劾双船内で行な顯施処理は欝五讃のようであ蕃昔

蜜花涛葛帰り後紀は跳毒1搬1艶揖潟災ぴUの麓鐙

分析然塑棚はり微塗物分析秘策蔵爽拳麻澗微塗物研

究所⑳都留僑抵践⑳導漕狩な柏舵蕃茅宛恐路る､鶏夏

表沙鮎搬繊嚇汝碗鞭鰯滋王繍鵬鮫は陶鳳兎ぽ配備

意れ花電導度櫨分諦鷲実際の測麓は驚部技背縫欝閉か

ら燕凍塞での帰遼を利周じ愁潟願い泌花壇船内拠理欝

項⑳緕果は箭述泌溌杓抗わ舵⑳繁船報告縫蜜&め塗れ落

い暑のてこ芯では慾⑳報轡の鰭破⑳部努塗紹介拶懇篤

こク.①多くの成分の分布は多少のばらつ誉は彪る

アラニは海洋研究所の小康技官の設計慈れたもので頭

部婁量は数王0⑪蛙でこれに亙腕蛮たは腕のアルミ製

㎞7ポ｢

一戸

第蔓鰯綴水操泥地点�
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パイプをつけて海底虹落とす皇帝やツチ帝一先端⑳内

径は約6嚇敢り出された滋アの径は約6辛δ鰍である由

はストン1ロア茅一は第蟻團に系すよう狂犬蜜なてん

びんの一端(A)紀とりつけられるがこれとは別にリン

グ状紀し花ワイヤｰ(長凄夏⑪鰍)かてんびんとビ湾トン

をの間1軸りつけられる昔てんびんの他端虹とりつけ

密勅杷パイ隊ット宙瓢ア茅一(グラビテ将一)添着底し

堆積物の刺砧ぐ資始めるとてんびんは｡を支点として

反時計回りに動蜜A庶でピストンりア賢一の本体を

支克ていた金具秘はずれコアラｰは10狐(ワイヤｰ

の長さ)だけ落下して着底じさらに本体の重みによ算

相対的にヒストン淋上昇して底質をアル嚢パイプの串

ぬ吸い込みながら下道するζとになる由金長纂服程褒

のグヲビティｰ1鴛アラｰ&違って五婁独ものアル象パ

イプを健りたピ浅トン1鷲アラｰの投入回収作業は人

員の面祖けでも大林かり紀なる曲な記しろパイプを支

えるために数人のカを要するのだから,

さてコアラｰが回収されるとパイプをはずしチ

ェｰン･ブワックを使って買アを取り出し紀かかる(写

真⑳1)若芽瞭む出港渚篶花王獺アは携㌶ヒビ蕊一夕沙禦基のとレ､

(夏奉⑳讐桑慈裟瓢……濁)綻ば黒…夕紗苗影舳ト湾雀包むよ1う}こ

繍鰯(脇)

ビ第トン串臓γ繋

榊おパイ傳狸ト輯

艶ア多一の鰯綴

(バイ蟻努い撚

ア薫岬秘溝騰する

をAの衷支壷異

が紋ず扱てヒスト

ン串靱ア茅一彦璃

下し鷲&ど災ト

ンを綜ぷ賞イヤ榊

が綴蔦)

脇竜㈱鮫雛㎞“““㌔

§芭里恥附

､､､㌔一

･■〃〃1卵猟炉

して受け(写真⑧)実験室の専用台に静置され亭嵩

採泥作業が順調な時は12臓のアルミパイプが投入時と同

様虹真直ぐなままで回収され五〇卿強のコアと若干の底

層水(ピ沢トンと凄アとの間虹封入された形であがゆて

くる)が採取されコアの押し出し作業もほぼ機械的

に行な走る添時にはパイプがくの字は曲って回収妻れ

ることが勘る｡そのような時にほ途中でつかえてい

るピストンを取り出す花めにパイプを切断しなければな

らずまだ鴛アの押し出しについてもチ黒一ン1ブ浜

〃が直線部にしか使えないのでもし曲線部にコアか

はいっていれば取り出しに四苦八苦する.

一雄の蟻アの取り脳肋茎終了する&をいに入船られ

把繊茨熔縦縫二分慧れる､膚鳳丸恕繰取慈れ淀鄭ダの

働総1狗⑳総学粉餅議

鰯ぽ黒ト次届滋ア濠岬(頚熟)�
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たはポリエチレン袋に詰めて持ち帰りウラン微生物

花粉珪藻アミノ酸粘土鉱物各分析周潟よび他の化

学分析用に分け残りを湿泥の裏ま保存するこ坐ぼした.

われわれの乗船中に採取されたコアは繁笈表に添すよ

うに遂本で計17狐弱である,内容の詳細熔ついては

海洋研究所の井上雅夫筑鳶沖心となって桑船報皆は罰さ

れるはずなのでここでは各コアの概略を述べておこう.

凄ずST一難は§月3蝸新潟からナ赤ト吻に向かう途

中賢本海盆の頭端で採取された約五㈱郷嚇の鷲アで

ある.水深s､搬肺の海底からこの鴛アを採敬する

作業には約警時間を要した由誘は少し前後する淋ど

ストン1鰯アタｰの使用時ぽ活躍したM.王ウインチ

(白鳳丸には蝸ユ～No.8まで大小のウインチがある)

の巻き上げ速度は最大!80鮒/分通常50～60㎜/分で作

業できる.したがってこのδ時間の竿には投入準備

から機体の回収完了までのすべてが含凄れる､それほ

さておき慧下一23のパイ浜ット･鷲ア茅一悠は約g脱触

⑫独アの郷し湖し稚繋

の鷲アカミはいりていた､最､ヒ部は酸化層カミあるカミそ

れ以外に最上部から廠鰍1搬腿に褐色属が認められ

いずれも跳>◎であった昔一方メイン･コアの最上

部は乱れており10鰍程度の厚さの酸化層がみられる一

上から姉60c狐付近に朗瞭な境､界(上位は火山砂下位

は粘土)がありそれより上は一屍して含水率が寓く衣

っておリ多少緑亀を帯びた暗豚～明灰色精土や黒色の

火山ガラスを主体とし雲母片方轍在する火{砂からなる,

濠花上から§Oc醐付近に“オンヅヨ娑呼ばれる橿灰色の

磨蓄砂質火山砂がみられる屯一方下部も黒色の火山

松と粘土からなるポ粘土の一部は灰緑色と灰白色の縞

状互層であり裏た上(㌶ア金体の最土部)から納付

近紀砂の駆紬遂b紹貼付近に黒色腐植質泥層淋鉦

る｡この灘アをみて最初に感じたのは現世(ζの揚

含1忍績厳密な意味での涙搬滅ではなくむしろ螂&

鋤一新潮差訳すべ意か一をいう意瞭である)の堆積物は

も層理がみられるをいうζとであり花抽実は昨年わ

れわれが隠岐トラフで採取した数王Q鰍の滋アは鍛上

部の酸化層を除いては肉眼的紀蜜りたく均質で茅ミ

ナや鰯理は認められずどζ薮でそのよう枝状態淋続く

の想るうかと氣にしていたものである苗帥一鴉の新

鮮な漸面ぽついて測定した結果出は最上部で?｡笈

上から20c鰍付近仰.6となり以下7､北8.Oの閥で変動

する吉跳は最上部の杓O雌Vに始蜜り上から数蜘

で十から一に変わり隻0鰍ではで一夏00揃∀4艦2眈㎜

で一200独V鮎40cmで仙300狐Vと深所に向かって次

篤ぽ低くな蕃｡

鰹郷し蝸嚢妻沈鷲ア登櫨稔ビ鵡一ノレ鯉の㍑で劉亨仙哨とζる�
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二番目に採取されたコアはST25-2である.同じ地

点での最初の試み(ST25-1)ではアルミパイプが曲り

わずかに30cm程度のコアが採取されたにすぎないが

再試(ST25-2)の結果やはりパイプは曲がったが10m

以上のコアが取り出された.ところカミ半裁してみてび

っくりコアの大半は乱され中心部に下位の堆積物が

吸いこまれており使いものになるのは上部の2m位だ

けであった.これに似たコアの乱れについてはBoU-

MAandBoER皿A(1968)の報告があるがグラビティ'コ

アラｰではこのような乱れは認められないとの事なの

で乱れの原因は多少ともピストン･コアラｰの機構に

関係しているようである.なお肉眼的に均質なコア

の乱れの有無はX線撮影で調べることができる.ST

25-2の乱されていない上部については上から10～20

Cmに褐色と灰色の縞状構造か認められるが最上部は

乱されており酸化層は見出されない.下部は帯緑灰

色の粘土が主体で砂まじりの層が数枚ありその内の

1枚にgradingがみられる.ST23にあるような灰緑

白一灰白色粘土の縞状互層はみられなかった.なお

パイロット･コアの上部20cmは褐色一灰色粘土の互層

である.

三番目に採取されたコアはST27-1でグラビティｰ'

コアラｰによるものである｡北大和堆と大和堆の間の

トラフで採取されたこのコアは他のコアと著しく異な

っていた.まず肉眼で認められる程度の外来砂質物

か見当らないこと次に全体に灰色か優勢で緑灰色の

粘土が発達していないことかこのコアの特徴である.

地形から予想されるよりも酸化層が厚い(約20cm)こ

とは前にもふれた.次に述べるST28のものと同様

の有孔虫砂の薄層カミ上から90cm位に存在する.

われわれは採泥作業の最後にST28を得た.暗灰

｡←一一≒一
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第4図ST25-2にみられるコアの乱れ(コア中心都の黒い部分は下

位の堆積物)

緑色一灰緑色粘土とST23･ST25-2で述べた縞状互

層粘土を主体とし上から1m30cmと2m15cm付近(い

ずれも縞状互層粘土の直上)に有孔虫砂の薄層がある.

以上カミ採泥作業の概要であるカミ後甲板作業で重要

な役割を果たしているコントロｰル･タワｰを紹介して

おこう(写真⑨⑩).船楼申板にあるコントロｰル･タ

ワｰの窓からは後甲板作業が一目で見渡たせるほか

マイクロテレビで水面やらウィンチの様子もわかりま

たウィンチ操作船位･船方向の補正等についての相

互連絡がすべてインタｰホｰンで行なえるようになっ

ている.ピストン･コアラｰ使用時にはディレクタ

ｰがここに詰めて水面状況等を考慮しつつウインチ

操作の指令が出せるというわけでこの種の調査船には

不可欠の設備であろう.

5.ナホトカ紀行

船上作業の紹介はこの程度にして寄港地のひとつで

あるナホトカの風情をお伝えしておこう.船は5月

31日朝8時ナホトカ港外に着いた.朝もやが薄れて

海岸近くの地形がみえてくると各人がきわめて素朴な第

1印象をもらす.あまりに素朴なので採録･編集者

⑨コントロｰル･タワｰ外観(後甲稜より撮影)

⑩コントロｰル･タワｰ内部(窓からは後甲板の休業状況が

上方のマイクロテレビでは水面やウインチの状況がつか

める)�
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は苦労した.たんたんとした準平原状の緩やかな起

伏をもった視界という記録があるがこれは晩壮年一老

年期の山地か海にせまっているもので平野や段丘らし

いものは全然みえない.ひときわ高い山の稜線と山

腹の様子は氷河地形のカｰルを思わせる.

11時30分頃検疫官カミ乗船した.緑色の制帽をかぶ

った国境警備隊員の乗った小船が接舷しロシア語の話

せるM氏との間で短かい言葉が幾度かかわされた.

写真をとっても良いかと尋ねてもらったところ若い隊

員は｢Het･(ダメだ)｣と語気鋭く一言.15時頃

になってやっと警備隊員カミ各部星を回りはじめた.

日本語を話しカタカナから漢字まで読むので驚いたが

彼の日本語の学習歴は5年とのことであった.筆者カミ

さし出したNHKのロシア語入門テキストの練習問題を

読んで解説してくれる一幕もあった.

22時30分船はやっとナホトカ港の岸壁に接岸した.

多数の日本人(大部分は商社マンらしい)に迎えられて

いささか驚いた.一港の若者が近寄ってきて船上の人

と言葉を交していたがタラップの下にいた警備隊員が

威厳のある足どりで近づき｢話をしてはいかん｣と

いう風に彼等を後べさカミらせた.われれわが陸へあが

って公用旅券を通行証と引替えればだれと話をしよ

うが勝手なのだが船上と陸上とでは“国境"を隔て

ているからだめだということになるのであろうか.外

出許可が現地時間の24時(船内時間では23時)までだっ

たので着いた目の夜のナホトカは船からながめる

だけであった.

翌6月1目はガラリと晴れた絶好の外出目和で一同

カメラを肩に上陸した.日曜目は港のそばの“ドル

･コｰナｰ"(ここではわれわれが持参した米ドルで

買物ができる)も休みのはずであったが領事館等のは

からいで特別に午後2時まで開けて頂くことになった.

売場の三人の女性のうち一人は英語が達者な非常に

⑪ドレッジャｰ(礫や岩盤採取用のドレッジャｰで細粒の底質を得

るにはこれに円筒型のドレッジャｰをつけて一緒におろす)

⑬第7研究室(手前はコア･サンカレ静置台後方右の計器は

各ウィンチの線長計である.線長計には各ウインチの巻上

げ･繰り出し速度と現在繰り出されているワイヤｰの長さが

示される)

⑫北大和堆上のドレッジ･サンプル(黒色の完全に円磨された礫同

時に中粒～細粒の砂が採取された)

⑭第3研究室(中央はエア･ガン記録計)�
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美しいミセスで値段を教えてくれる声の響きが大変

快かった.一同思い思いにウォッカ人形食料品

などを買い船室に持ち込んだ.包装紙などはきわめて

質素であり中味をみても一般にみかけよりも内容に

重点がおかれ無駄がないという感じがする.

乗船していたK畑A肝･ZD0R0Y酬IN両氏のはからい

で観光案内用のマイクロハスカミわれわれを三回にわ

けてナホトカ市内見物に運んでくれることになった.

バスには通訳が一人乗り込み説明してくれる.バ

スの窓からはいってくる風はまだ冷たい.港の近く

の道路はポプラ並木が続き舗装してはあるがかな

り痛んでいる.タンポポの花やよもぎが路傍を飾って

いたが生い茂多雑草の景観はなかった.10日程前に

八重桜が満開になろうとしていた小樽とここの気候は

大差校いようだ封衛庁く人もコｰトをはおった人か

らノｰスリｰブまで色々であるが一様に春を満喫し

ているように見受けられた.

ナホトカの人口は11万で湾に沿う25kmの道路を中

心にして町があるので日本の繁華街のようにゴミゴミ

した場所はないようである.街角には写真⑮に示す

ようなタンク車が店を開き“KBAC"(クヴァス)と呼

ばれる清涼飲料水を売っている.われわれはロシア

銭を持っていなかぐ)たのでまともな方法ではこれを

飲むことができなかった.

バスは最初にナホトカ市役所に向かった.レンガ

造りで白い外装を施した市役所(写真⑮)は港をみ

おろす丘の中腹にあり建物の前は大きな広場になって

いる.この広場はメｰデｰなどの集会に用いられる

そうである.通訳カミわれわれに｢写真をとる人は海

の方に向いてとってはいけません.山の方をとるのは

構いません｣と注意してくれた.要するに“港"を

カメラにおさめて帰ってはいけないというのである.

⑮ナホトカの街頭風景(清涼飲料水“クヴアス"の露店)

⑯ナホトカ市役所

次にわれわれは員本人墓地に向かった.ここに

は白い墓標が整然と並んでいて非常にゴキゾチックで

あった.縁故者が近くに住んでいれぱもっと賑やか

な墓地になっていただろうか今より美しく清楚なもの

には決してなり得なかったであろう.ふたたび港の

近くにもどるとアパｰトなどの壁にrMHPyMHP｣

(世界に平和を)と書かれたスロｰガンが目についた.

ある人がこれを聞いてrそらぞらしい!｣といっ

た.確かにこのスロｰガン通りの気持は現在のソ･

連邦の隅々にまでは具現されてはいないようである.

この件については歴史の審判を待つべきであろうか.

われわれが外出したのは鳥曜日なので本屋などは

休みであったカミ食料品店と胃曜市場が開かれていて

員本の人口数万の都市に匹敵する位の賑わいであった.

われわれは食料品店に並んだ大きなパン(断面カミ15

Cm平方位の食パン)とそれを裸のままの手で掴み

街中を歩いている人に驚かされた1日曜市場には魚

(干物が多い)･野菜･衣類などのコｰナｰがあるが

いずれも品数は少ない.売場の粗末な板の上に数着

の女物のワンピｰスが並んでいるのが印象的であった.

シベリア横断鉄道のナホトカ港駅には電気機関車に

連結された貨車や客車が並び広軌を走る列車の壮大さ

を教えてくれた.線路脇の家から出てきた若い女性が

ポイントの手入れを入念に行なっているのをみて全

員が珍しそうにまた何かを心得たようにうなづいた.

短かくて長いナホトカの1目を終え翌朝11時30分に

離岸､船は一路舞鶴に向かった.その後われわれ

は大和海嶺周辺や日本海盆西方などの調査に従事し

6月10目無事當山港に着き下船した.

この航海記を終えるにあたり白鳳丸乗組員諸氏と

ソ連邦入国に関して種々の手配をして下さったナホ

トカ領事館の皆様に厚くお礼申し上げる.

(筆者らは燃料部･地質部･技術部)
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